戦間期フランスノール県炭鉱業アニシュ炭鉱会社に関する史料 : 「ノール県における鉱山業の状況についての鉱山技師長による報告書」1930年版より by 定藤 博子 & サダトウ ヒロコ
１. 研究の背景
本稿では,     年に発行された ｢ノール県における鉱山業の状況についての鉱山技師長によ
る報告書｣ (《                                                                                                    》) を紹介する｡ 本史料は
フランスにある                           に所収されている｡   世紀中盤から  





鉱労働者に焦点を当てた研究を行ってきた｡ 本分野の代表的な先行研究は以下のとおりである｡  ポンティ１) は 『知られざるポーランド人―戦間期フランスにおける入移民労働者の歴史』
において, ポーランド人労働者の斡旋システムから炭鉱業での就労状況, 生活状況などを解明
した｡ その後, 研究は深化し, 渡辺千尋 (    ) により２), 移民政策や制度成立の詳細が分析
された｡ 拙稿 (    )３) では, 移民斡旋事業者に焦点を当て, ポーランド人労働者の斡旋につ
いて明らかにした｡ また, 炭鉱労働者の生活については,   ランホルン (    )４) の研究があ
   
１)           (    )         ′                               ′                   ‒    ‒                                    
２) 渡辺千尋 (    ) ｢フランスにおける移民政策の形成過程      ‒    年｣ 東京大学博士論文｡
３) 定藤博子 (    ) ｢フランスの移民総合会社   の経営実態 (    年～    年) ―同時代批判の再
検討を通して―｣ 『経営史学』 第  巻第３号３‒  頁｡














上記の研究目標を達成するために, まずは炭鉱の内部, 炭層の自然条件また設備等, 技術的
発展の実態, 給与体制を把握する必要がある｡ そこで本稿はノール県でもポーランド人労働者
が多く就労したアニシュ炭鉱についての記述を紹介する｡
ちなみに, ノール県とは, フランス北部, ベルギー国境に位置する県である｡ フランスの炭
田は北部地方の他にオーベルニュやミディ・ピレネー, ロレーヌ, プロヴァンスに存在した｡
この中で最大の炭田地方が北部地方であった｡ 炭鉱床はノール県から西隣のパ・ド・カレ県に









を紹介する｡    年３月  日に, ジョゼフ・アルベール・ガニエール (               ′  ) とエレ
ーヌ・シェリデケール (  ′ ′            ) の息子として誕生し,     年に亡くなった｡
エコール・ポリテクニーク (  ′              ) とパリ国立高等鉱業学校 ( ′               ′                  )６) の卒業生である｡ エコール・ポリテクニークには    
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                               和訳 ｢  ‒  世紀の鉱山の健康と労働｣｡
５) 小林良彰 (    ) ｢アンザン炭鉱会社とフランス革命｣ 『同志社商学』 第  巻４‒５‒６号  ‒   頁｡
６) 通称：ミンヌ・パリテック, エコール・デ・ミンヌ｡
年に入学し,    人中５番目の成績で卒業した｡ その後,     年から    年までパリ国立高等
鉱業学校で就学した｡     年から    年まで技師長だけでなく, ドゥーエ鉱山学校 (  ′                 ) の校長 (        ) であった７)｡ また, この間, 卒業生団体であるド
ゥーエ炭鉱責任者学校卒業生同窓会 (    ′  ′                 ′   ′     ′                          ) の代表も務めた８)｡ 続いて,     年から    年までアルザスカ
リ鉱山 (                   ) の取締役 (          ′  ′   ) に就任した｡     年に,
国家窒素産業局 (                            ) の局長に任命された｡ 彼のキャリ
アは鉱山総監 (           ′  ′          ) という役職で閉じる９)｡
ちなみに,     年の報告書は欠損があり, 報告書を提出した技師長の名前は確認できなかっ









Ａ 炭 鉱 １
Ｂ 鉄鉱山 ３
第２章 ― 総合的な経済及び技術についての考察：






９)                                       (    年  月６日最終確認)                公式  ,              ′            より｡  )         ′                 
























































その後, 第５部以降の目次は作成されていない｡ 本稿では, 今後の研究作業の効率化のため
に, 第５部以降の目次を作成した｡
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無し｡ 泥炭はボーシャン (       ) に存在する｡
しかし, 採掘していない｡
第５部 採 石 頁
第１章 ― 採石場の状態    
第２章 ― 総合的な経済及び技術についての考察    
第３章 ― 採石による事故と重大インシデント    
第４章 ― 行政監督    
第６部 ― 湧 水    






第１章 ― 製鉄工場    
第２章 ― その他金属工場と電気化学工場    
第９部 ― 火薬作業場と爆発物倉庫の監視    
第２章 ― 事 故    
第３章 ― 行政監督    
第  部 ― 蒸気設備及び火力発電所    
第１章 ― 蒸気設備及び火力発電所の状態    
第２章 ― 事 故    
第３章 ― 蒸気設備の所有者団体    
第４章 ― 行政監督    
第  部 ― 自動車    
第  部 ― 行政サービス及び職務の状況―本課の人事異動及び変化    
２頁
５‒６頁 生産量




(  ) 移動中の採掘立坑数 年末時点での準備中の立坑数 純生産 平均労働者数                       ′     (    )     ‒     ′                                                                                                                        ‒                                             ′            (    )                                    ‒  ‒                     ′  ′                              ′                                  ′                                                        ′   ′        (    )                             ′  ′   ′                 ‒         ′      ‒   (       )                                                   ′    ‒  ‒         (    )                                       ‒  ‒                     ′  ′      ′                 ′       ‒   ‒      (    )                                                           ‒                                              ‒                ′     ‒  ‒    (   ‒  ‒    )                                                 
(注) 原文では面積合計が     であるが, 計算上は     になる｡
表２ ノール県炭鉱会社別生産高
採炭業者     年     年     年     年
アニシュ                                
アンザン                                
アザンクール                           
クレスパン                           
ドゥシー                            
エスカルペル                               
ティヴォンセル                            
ヴィコワーニュ                           











表３ 揮発性物質含有量 (揮発分) ごとの石炭の種類と名称 11)





価値揮発性物質含有量 (％)   ‒  ％   ‒  ％   ‒  ％   ％未満
アニシュ (トン)                                           (フラン)
  ) 牧野尚夫・松田裕光編 (    ) ｢微粉炭火力発電技術の高度化―環境性の向上と発電コストの低減
―｣ 『電中研レビュー』 第  号第１章  ‒  頁｡
  ) 史料内の表には, コークス炉のタイプや数, 乾留時間等が記載されているが, 不明な点もあるため,
今回は表として付記することは控えた｡  ) 原文は         ｡ フランス統一労働総同盟      ′  ′       ′  ′                      と考えられる｡
  ) 日本の分類法 フランス語 アメリカの分類法
日本語名称 揮発分 (％) 名称 揮発分 (％) 日本語名称 揮発分 (％)
非粘結炭                ％未満 無煙炭  ‒  
無煙炭  ‒                     ‒  
半無煙炭   ‒              ‒       ‒  ％ 半無煙炭・低揮発分炭   ‒  ：半無煙炭                 ‒  ：低揮発分炭
瀝青炭   ‒                 ‒  ％
中揮発分炭   ‒  ：中揮発分炭製鉄用石炭 ―                  ‒  ％







ったが,     年にはそれ以外の操業停止はなかった｡ 操業停止日は聖バルバラ (          )
の日, ５月１日, そして地元の祝祭日であった｡
稼働日は年間   日から   日であり, 炭鉱や祝祭日によって異なった｡
  ‒  頁 ｄ) 生産性  ‒  頁 技術教育
次の表にあるように, コースの数や教育時間,     年と    年の登録者数, 平均出席率が,
教育機関を持つ炭鉱会社ごとに記録されている  )｡
























アニシュ                                          
(    )                              
  ) 技術指導のための講習が少年労働者 (       ) のためのコース, 班長候補生 ( ′ ′   ‒      )
のための新技能習得コース, そして管理者 (  ′     ) に対して開かれた｡
  頁 ｂ) ―新しい採掘現場の開削
１゜―新作業区
デロイエ坑 (           ) の第二坑口では, 南立入坑道が,     のところで, 南鉱脈か




バロワ坑 (           ) では, 立入坑道が   から    の深さに伸びているが,   の鉱
脈  ) とつながった｡ その中の約  の鉱脈は採掘可能である｡ 第  鉱脈は採掘が始められている｡  ‒  頁
２゜―掘削の進行中もしくは修正のあった作業区
デジャルダン坑 (       ′    ) では,     のところで整備が続けられた｡
ベルナール坑 (            ) では, 立坑をより深くするために先端が郊外と連絡してい
ない立坑は深さ    にまで達した｡ 立入坑道もこの深さにまで伸ばすところである｡













少年労働者コース                    
新技能習得コース                   














以下, 採炭方式については, 会社ごとの情報掲載はないが, 会社名が明らかな部分もあるの
で,   頁から  頁にかけて紹介する｡  頁 ｅ) ―採炭方法  頁 機械
鉱脈の厚さは会社ごとでさまざまであるが, アンザンでは６ に膨らむ部分もある｡ アニ
シュとアンザンは通常    であるが, ヴィコワーニュでは    である｡ そんな中, ピック
ハンマーの使用率はアニシュで  ％, アンザンで    ％, アザンクールでは  ％, クレスパ
ンでは   ％, エスカルペルでは  ％, その他では  ～  ％であった｡ コールカッターでの採
炭された石炭の割合は非常に低く, ヴィコワーニュで１％, アニシュで   ％, アンザンで   
％であった｡   台のコールカッターが稼働していた｡ 発破採炭を行ったのはアンザン (  ％),
エスカルペル   ％, ヴィコワーニュ   ％であった｡ 炭車をコロの上やローラーにのせて運








バロワ坑では, 坑外施設の建設は終了した｡ 二つのベリス社  ) のコンプレッサーが稼働して
いる｡
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ワジエール (      ) の選炭機は, 毎時  トンを処理する２つの槽が稼働している｡ ソマ

















ルメイ坑―採掘層は     (  ％),      (  ％) の層である｡
戦間期フランスノール県炭鉱業アニシュ炭鉱会社に関する史料    
採掘鉱脈は北から南にかけて存在している｡ すなわち,       ,         ′                  そして      である｡
作業は, 斜坑であるが, 十分に安定的な地域へ伸びている｡      方向への      の中の水平坑道はここの最後の立坑に割り当てられた区域におい
て終了した｡
セッセヴァル坑―採掘層は     (  ％),      (  ％) の層である｡
採掘鉱脈は北から南にかけて存在している｡ すなわち,         ′                   ,





採掘層は北から南にかけて存在している｡ すなわち,           ′                               である｡        において, 南立入れ坑から     にかけて及び南立入れ坑から      坑にか
けての直線  ) の間で採掘を進めた｡ 東の層から    のところでの採掘に挑んだ｡
サン・マリ坑―採掘層は     (  ％),      (  ％) の層である｡ ズリ石の中を貫いて    のところを掘って作った近道は, 曲がりくねった長い坑道を廃止するために造られ, 機能
した｡
採掘鉱脈は北から南にかけて存在している｡     のところには                                                 がある｡     のところには                      , そして,       ′   がある｡
アルシェヴェク坑―採掘層は１つのみで,     のところにある｡
採掘層は北から南にかけて存在している｡           ′                                ‒             そして    である｡ 主要なものは        (  ％) である｡
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サン・ルネ坑―第一立坑は常に規則正しく    まである｡ 採掘は     (  ％),      (  
％) 行っている｡
採掘層は北から南にかけて存在している｡     のところには  ′       ・                                               ‒           ′            ′                                   がある｡     のところには                                   がある｡
デシー坑―採掘層は     (  ％)      (  ％)      (  ％) である｡
採掘鉱脈は北から南にかけて存在している｡     のところには,                                                                 ‒     がある｡    のところには,                                                                        ‒     そして   がある｡    のところには,                   そして   ‒     がある｡
ノートル・ダム坑―採掘層は     (  ％),      (  ％) の層である｡
採掘鉱脈は北から南にかけて存在している｡     のところには       ′ ′                                                                                                     そして    がある｡     のところには                                         がある｡     のところには  ′ ′     ′                                                     ′                                          がある｡    から    のところは崩壊が続いている｡    のところは, 南には, 地層の逆転部まで立入れ坑道を掘進している｡
ガイヤン坑―採掘層は     (  ％),      (  ％) そして     (  ％) の層である｡
採掘鉱脈は北から南にかけて存在している｡     のところには                                                        そして    がある｡     のところには          がある｡     のところには         ′                  がある｡    のところには  ′                                 そして     がある｡  頁以降は事故について報告されている｡ 事故の数や死亡者数, けが人数だけでなく, 炭鉱
会社名, 坑口名, 労働者名, 事故の性質, 処置, 市場情報などの記録がある｡ 労働現場の状況
戦間期フランスノール県炭鉱業アニシュ炭鉱会社に関する史料    
を把握し, 補償を含めた労働条件の考察には必要な情報である
しかし, 本稿で扱うには情報が膨大すぎるため,   頁以降の記載情報の整理, 紹介について
は, 今後の課題とする｡
[付記]
なお, 本稿は, 平成  年度科学研究費補助金 (研究活動スタート支援)(課題番号        )
の研究成果の一部である｡
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